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衆
議
院
議
員
藤
原
規
眞
君
提
出
刑
余
者
等
の
預
貯
金
口
座
開
設
支
援
実
績
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の
１
に
つ
い
て 

 
 

令
和
六
年
度
中
に
、
協
力
雇
用
主
（
再
犯
の
防
止
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
百
四
号
）
第
十
四

条
に
規
定
す
る
協
力
雇
用
主
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
下
で
新
規
に
雇
用
さ
れ
た
保
護
観
察
対
象
者
又
は
更
生
緊
急
保
護

の
対
象
者
（
以
下
「
保
護
観
察
対
象
者
等
」
と
い
う
。
）
の
数
は
、
法
務
省
に
お
い
て
把
握
し
て
い
る
範
囲
で
は
、
三
千
二

十
一
人
で
あ
り
、
令
和
七
年
度
の
数
は
、
現
時
点
で
は
把
握
し
て
い
な
い
。 

一
の
２
に
つ
い
て 

 
 

「
保
護
観
察
対
象
者
等
の
口
座
開
設
支
援
の
実
施
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
（
令
和
六
年
三
月
二
十
六
日
付
け
法
務
省
保
更

第
五
十
六
号
法
務
省
保
護
局
更
生
保
護
振
興
課
長
通
知
）
に
基
づ
く
支
援
（
以
下
「
当
該
支
援
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て

は
、
保
護
観
察
対
象
者
等
が
協
力
雇
用
主
の
下
で
就
労
し
て
い
る
こ
と
等
を
要
件
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
令
和
六
年
四
月
一

日
以
降
、
当
該
支
援
の
申
出
を
受
け
て
、
保
護
観
察
所
に
お
い
て
、
当
該
支
援
を
開
始
し
た
保
護
観
察
対
象
者
等
の
数
は
、

令
和
七
年
十
二
月
十
七
日
時
点
ま
で
に
、
法
務
省
に
お
い
て
把
握
し
て
い
る
範
囲
で
は
、
四
人
で
あ
る
。 

一
の
３
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

一
の
２
に
つ
い
て
で
述
べ
た
当
該
支
援
を
開
始
し
た
保
護
観
察
対
象
者
等
の
数
の
う
ち
、
預
貯
金
口
座
の
開
設
に
至
っ
た

も
の
は
、
二
人
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

一
の
３
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
当
該
支
援
に
よ
り
、
預
貯
金
口
座
の
開
設
に
至
っ
た
保
護
観
察
対
象
者
等
が
お

り
、
当
該
支
援
は
、
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
政
府
と
し
て
、
協
力
雇
用
主
に
対
し
当
該
支
援
の
一
層
の
周
知

を
図
る
な
ど
し
て
、
引
き
続
き
、
当
該
支
援
の
活
用
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 


